大阪市立市岡小学校　平成３０年度　運営に関する計画・自己評価（最終評価）(様式２)
　　　　　　　　大阪市立市岡小学校
評価基準　Ａ：目標を上回って達成した　　　　　　　　Ｂ：目標どおりに達成した
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった　　Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった


	年度目標
	達成状況

	
【子どもが安心して成長できる安全な社会（学校園・家庭・地域）の実現】

全市共通目標

○　平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめについて解消した割合を９５％以上にする。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割合を６０％以上にする。
　○　平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数を前年度より減少させる。
　○　平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童の割合を前年度より減少させる。

学校の年度目標

　○　学校や教室環境、授業などのＵＤ化と、スクールワイドＰＢＳの考え方に則った「市岡小学校みんなの笑顔・安心ルール」の活用を通して、児童の学習に向かう意欲や学校生活における主体性や積極性を向上させ、学力経年調査や校内調査において「自分にはよいところがある」と感じている児童の割合を前年度以上にする。
	Ｂ



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【施策１  安全で安心できる学校、教育環境の実現】
認知したいじめについて、全教職員の共通理解のもと、組織的に対応し解決を図る。また、校務支援システムを活用して校内の情報を共有するとともに、道徳授業の充実を図り、指導を強化する。
	Ｃ

	指標　　「いじめ対策委員会・生活指導部会」を月に１回開催し、児童理解のアンケートを行い、いじめを認知した場合には速やかに対応し、解消した割合を９５％以上にする。
	

	取組内容②【施策２  道徳心・社会性の育成】
　　道徳をはじめ全教育活動の中で、すすんできまりを守ろうとする子どもを育てる。
	Ｂ

	指標　　３つの学校のきまり(廊下階段の歩行、運動場・講堂の遊び方、チャイムを守る)についてアンケート調査を実施し、できたと答える児童を60％以上にする。
	

	取組内容③【施策１  安全で安心できる学校、教育環境の実現】
　　防災安全教育に関する年間計画を作成し、防災・安全に対する意識を高める
ことができるように指導の工夫を行う。
	Ａ

	指標　　地域・幼稚園・保護者と連携しながら、避難訓練・引き渡し訓練などの取組みを年２回実施する。また各学年で防災・安全に対する学習を、年間１回以上行う。
	

	取組内容④　【施策１　安全で安心できる学校、教育環境の実現】
　　児童一人一人が安心して学習できる環境の整備に努める。
	
Ｂ


	指標　　環境整備を行うことで、落ち着いて学習に取り組めるようになったと担任等の教職員から思われる児童の数を年度当初より増やす。
	

	取組内容⑤【施策２ 道徳心・社会性の育成】
【施策６　国際社会において生き抜く力の育成】
　　多文化共生教育をすすめ、世界における多様な文化を互いに理解し合い、異
なる文化を持った人々とともに生き協働していこうとする、多文化共生社会を
めざす資質や能力を育成する。
	Ｃ


	指標　　在籍している児童の状況の把握を保護者と連携しながら行っていくとともに、多文化共生教育の研修を実施して、多文化共生と協働の取組を入れた「『市岡小学校・人権教育・啓発推進計画』実施計画」の作成を進める。
	

	取組内容⑥　【施策１　安全で安心できる学校、教育環境の実現】
　　「市岡小学校みんなの笑顔・安心ルール」を活用して、のぞましい行動を児童が意識することができるようにし、できていることを積極的に認め、賞賛していく。
	
Ａ



	指標　　重点とする行動の変容を適宜調査して記録し、その数的向上や質的向上を共有化していく。
	

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	【全市共通目標】について
[bookmark: _GoBack]○　平成３０年度末の校内調査において、学校で認知したいじめは１２６件あり、そのうち112件が解消し、解決した割合は８９％となり、目標を達成することができなかった。
○　平成３０年度の小学校学力経年調査・校内調査における「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、「当てはまる」と答える児童の割合は、（４４）％であり、目標を達成することができなかった。ただ、「わりとあてはまる」を含めた児童の割合は、８９％である。
○　平成３０年度末の校内調査において、暴力行為を複数回行う加害児童数は、１１名であった。昨年度、０件で報告しているが、事情を確認すると従来から暴力行為は発生しているので、今年度から、より信憑性の高い報告をあげることとする。
○　平成３０年度末の校内調査において、新たに不登校になる児童は存在していない。したが

	って、今年度も０％で報告する。

【学校の年度目標】について

○　学力経年調査において「自分にはよいところがある」と肯定的に感じている児童の割合は以下の通りである。
　　　　　　　　　　現４年生　　　現５年生　　　現６年生
　　　Ｈ２９年度　　　　７８　　　　　７６　　　　　６０
　　　Ｈ３０年度　　　　７８　　　　　６９　　　　　６１
　　　以上の結果より、目標は達成できなかった。　　　
　　　　※　２月実施の校内調査では、肯定的回答の全校平均は７１％であった。

【取組内容】について
　月１回の生活指導部会で共通理解を図り、いじめについて早期発見とともに全教職員での情報共有に努めようとしてきたが、生活指導部会に出てこなかったり、解決しきれていなかったりするい事案もあった。
　３つの学校の決まりの調査では、「できた」と答える児童が６０％以上に達することができたが、現状を見ているとまだ十分に意識して行動をすることができていない。
　避難訓練・引き渡し訓練・防災安全教育を計画通りに行うことができた。引き渡し訓練については、訓練を重ねることでよりスムーズに行えるようになってきた。
　教室の掲示などの環境整備については、児童が学習に集中できるように整えるようにしてきた。しかし、学習規律という面では、しっかりと整えて落ち着いて学習に取り組むことはできていない学級もある。
　在籍している児童の把握を保護者と連携しながら行うようにしてきた。しかし、多文化共生教育の視点を加えた「『市岡小学校・人権教育・啓発推進計画』実施計画」を作成するまでには至らなかった。
　「市岡小学校みんなの笑顔・安心ルール」を活用することで、学級で目標とすることを意識することができた。賞賛を続けることで、次の目標へとつながっている。

	来年度に向けての改善点

	　いじめや暴力行為について、各担任が事実を把握し、月１回の生活指導部会や校務支援システムを使って、しっかりと全教職員と情報の共有化を図っていく。
　児童にしっかりと自覚をうながし、今後も、正しい歩行をすることができるように指導や工夫を考える必要がある。
　今年度と同じように引き続き進める。
　今後も、落ち着いて学習するための学級の規律を全教職員で共通理解し、しっかりと整えていくことが必要である。
「『市岡小学校・人権教育・啓発推進計画』実施計画」を作成する。
　マンネリ化を防ぐよう、賞賛と意識化を今後も続けていく。

今年度の結果をさらに考察して、来年度につなげていきたい。



